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　トリロスタンは犬のクッシング症候群に対して一般的に使用されているが、最適なモニタリン
グ法は確立されていない。近年、ACTH 刺激試験を用いないモニタリング法としてトリロスタ
ン投与前の血中コルチゾール濃度（Pre-Pill）の有用性が示され、臨床応用されている。しかし、
Pre-Pill は副腎皮質予備能を評価できないだけでなく、測定タイミングによって数値が変動する
ことが問題となる。尿中コルチゾール / クレアチニン比（UCCR）は数時間分の血中コルチゾー
ル濃度を反映し、血中でみられるような変動が小さいため、有用なモニタリング法として期待さ
れる。本研究では、トリロスタンの治療モニタリングにおける UCCR の有用性を検討した。ト
リロスタンで治療したクッシング症候群の犬 12 例を対象とし、各モニタリングにおいて臨床症
状のスコア化、Pre-Pill の測定および UCCR の測定を行った。UCCR の測定には朝一番の自
宅採取尿を用いた。症状スコアは治療前と比較して治療後に有意に低下した。Pre-Pill は治療
前と治療後で有意差は認められなかったが、UCCR は治療前と比較して治療後に有意に低下し
た。Pre-Pill と症状スコアの間に有意な相関は認められなかったが、UCCR と症状スコアの間
には有意な相関が認められた。2 例において副腎皮質機能低下症を疑う食欲低下がみられ、その
2 例の UCCR は参考基準範囲内まで低下していた。UCCR は症状スコアとの相関が高く、治
療効果の評価において有用と考えられた。また、副腎皮質機能低下症を示唆する症状が認められ
た 2 例では UCCR が参考基準範囲内まで低下しており、UCCR は投与量の過剰を評価する上
でも有用である可能性が示された。

犬、クッシング症候群、トリロスタン、コルチゾール、UCCRkeywords : 

は　じ　め　に

材　料　と　方　法

　トリロスタンは犬のクッシング症候群に対して一般的に使
用されているが、最適なモニタリング法は確立されていない
2)。近年、ACTH刺激試験を用いないモニタリング法として
トリロスタン投与前の血中コルチゾール濃度（Pre-Pill）の
有用性が示され、臨床応用されている 3)。しかし、Pre-Pill
は副腎皮質予備能を評価できないだけでなく、測定タイミン
グによって数値が変動することが問題となる 1)。尿中コルチ
ゾール /クレアチニン比（UCCR）は数時間分の血中コルチ
ゾール濃度を反映し、血中でみられるような変動が小さいた
め、有用なモニタリング法として期待される。本研究では、
トリロスタンの治療モニタリングにおけるUCCR の有用性
を検討した。	 	

　2022 年 10月から 2024 年 4月の間にトリロスタンで治
療したクッシング症候群の犬 12例を対象とした。治療モニ
タリングは計 48回行い、各モニタリングにおいて臨床症状
のスコア化、Pre-Pill の測定およびUCCR の測定を行った。

UCCR の測定には朝一番の自宅採取尿を用いた。治療前後に
おける症状スコア、Pre-Pill および UCCR をWilcoxon の符
号付順位検定で比較し、症状スコアと Pre-Pill および UCCR
の相関を Spearman の順位相関係数で解析した。	

　症状スコアは治療前（中央値 6）と比較して治療後（中央
値 3）に有意に低下した（p=0.031）。Pre-Pill は治療前（中
央値 5.1 ㎍ /dl）と治療後（中央値 4.1 ㎍ /dl）で有意差は
認められなかったが（p=0.074）、UCCR は治療前（中央値
14.15 × 10-5）と比較して治療後（中央値 6.36 × 10-5）
に有意に低下した（p=0.005）。Pre-Pill と症状スコアの間に
有意な相関は認められなかったが（p=0.153）、UCCR と症
状スコアの間には有意な相関が認められた（p<0.001）。2
例において副腎皮質機能低下症を疑う食欲低下がみられ、そ
の 2例の UCCR は参考基準範囲内 4) まで低下していた。
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　UCCR は症状スコアとの相関が高く、治療効果の評価にお
いて有用と考えられた。また、副腎皮質機能低下症を示唆す
る症状が認められた 2例ではUCCR が参考基準範囲内まで
低下しており、UCCR は投与量の過剰を評価する上でも有用
である可能性が示された。	 	
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